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1. はじめに 

本研究の目的は，博士後期課程に進学する博士前期課程（修士）を増やすことにある。2023 年に科学技

術・学術研究所（NISTEP）が行なった調査では，学生が博士課程後期への進学ではなく就職を選択した

理由として経済的自立等お金に関するものが多い。このことから 2021 年頃から国や大学は，奨学金や

経済支援の施策を打ち出しているが，依然博士後期課程進学は減少傾向にある。これはなぜなのか。 

本研究では，学生の博士後期課程進学の決め手になる要素は経済的支援の他にもあるのではないかと

仮定する。それは例えば研究室を見学する際に学生が必ず「このラボにはコアタイムがありますか」と

質問することから，学習や研究以外のプライベートな時間の確保も博士後期課程進学の判断要素の一つ

であることが考えられる。本研究の方法としては，日米の学生の「時間」を一週間のスケジュールから

考察し，学生が進学を選択する際の決め手となる要素を明らかにする。 
 
2. 先行研究 

博士後期課程進学にかかる先行研究 

藤村（2024）は，2011 年に実施した教員と院生調査の再分析からアメリカン・モデルの大学院教育改革

政策の有効性と伝統的な研究室教育と比較し，教員と院生は「職業的汎用能力」，「選考専門的知識・能

力」，「英語３技能」よりも「研究室教育」を評価しているといった結果を示している。一方で博士後期

課程の 60％を占める外国人留学生は「研究室教育」よりも体系的・組織的コースワークが適しているの

ではないかと指摘している。 

Z 世代の価値にかかる先行研究 

高橋ら（2023）は，Z 世代の特徴をコンサバ Z，脱力系 Z，モノ愛着 Z，イマココ Z，自己充実 Z の５つ

に分類した。Z 世代にアプローチする際には，デジタルリテラシーの高さ，SNS を通じた自己表現を好

む，愛着のあるモノを大切にする等の特徴を踏まえる必要があるとしている。さらに，環境や地域社会

などへの SDGs 意識の高さ等は Z 世代にアピールする際には配慮するべき点であるとしている。 
 
3. コアタイム 

コアタイムとは 1988 年に導入された柔軟な働き方でワークライフバランスの充実と生産向上の目的に

導入されたフレックスタイム制の中で必ず勤務しなければいけない時間のことである。図１はフレック

スタイム制の概略図である。 
 

 
図１ フレックスタイム制の概略図 

出所：厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署 
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フレックスタイム制は働働きき手手がが予予めめ総総労労働働時時間間をを決決めめたた上上で出退時刻や働く長さを自由に決定できる

としている。また，コアタイムはいつ出社，退社しても良い時間帯である「フレキシブルタイム」と共

に構成される。もし，博士課程後期課程に進学する価値の一つとして，ワーク（研究）時間とライフ（個

人）時間のバランスにあるとすれば，研究室も学生の時間やタスクについて捉え直す必要があるかもし

れない。 
 
4. 博士後期課程学生の日米比較 

日本の理系博士後期課程１年次の学生（表１）と米国の理系博士後期課程 3 年次の学生（表２）の一週

間のスケジュールについて比較を行った。日米共通に見られることとしては，平日が研究活動日，土日

が休み，12 時から 13 時に昼食をとっていることと，ほぼ毎日「運動」していることが挙げられる。 
2023 年に株式会社アカリクが行った調査によると博士後期課程学生の週平均の学習・研究時間は 41.8

時間で表１の時間と合致する。表１のコアタイムを平日の午前 8 時から午後 5 時までと想定すると，自

由時間はゼロである。 
一方，表２のコアタイムを平日の午前 9 時から午後 5 時までと想定すると，自由時間が 8 回設定され

ている。また，１週間のスケジュールの内容は日本の場合，研究活動であるが，米国の学生は，学部生

へのメンター，社会活動，STEM アウトリーチ等他が研究以外の活動が見られる。さらに指導教員との

面談時間は，表１には記載がないため，不定期だと考えられる。他方，表 2 には週に 2 回指導教官との

一対一の面談の時間が確保されている。 
 

 
 

表１ 日本の博士後期課程学生1 
 

 
 

表 2 米国の博士後期課程学生2 
 
表２の学生は自らのホームページの中で博士課程に在籍することの意味やタスクを記載している。博

士課程に在籍する意味を「研究機会の創出」，タスクをデータ収集，分析，執筆，論文，ディスカッショ

ン，計画立案等とし，自らスケジュールを組み立てていると述べているが，表１の学生については博士

課程に在籍することの意味やタスクについての記述はなかった。 
 このことから，一週間のスケジュールを立てるのにあたって，米国の学生は博士課程在籍の意味とタ

スク，他方日本の学生は意味とタスクの観点からよりも所属する研究室が定める時間の中でタイムマネ

ジメントをしていることが伺える。 
 

1 Day in the Life of a PhD Student + Time Management Tips 記載スケジュールを筆者作表 
2 理系ななこの博士課程日記記載スケジュールを筆者作表 
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5. 理系研究室のコアタイム 

かつての理系研究室では，学生が朝 9 時に研究室に来ていないと研究室の長から怒られたものだとい

う昔話しをよく聞く。これは，天沼（2004）が日本人の時間概念として「世界でも類を見ないパンクチ

ュアルな日本人の行動」を述べているが，大学の研究室においても「パンクチュアル」であることが求

められていることが認められる。しかし，一方でワークとライフバランスに価値を置く現代において「研

究室にいるべき時間」は学生にとってアルバイトや趣味の時間，睡眠時間を確保することも必要である。

他方，実験がある研究室にとってはコアタイムを設定し、人員を確保することは研究を遂行し、指導を

行う上で必要である。この相反した研究室と個の意向が折り合うためには，「博士課程の学生は少なく

とも 8 時間は研究しなければいけない」，「規則正しい生活をしなければいけない」，「実験室の掃除は学

生がしなくてはならない」等を一方向ではなく相互の理解があって成立すると考える。 
 
6. 議論 

本研究の目的は，学生が修士課程を終えて就職か博士後期課程への進学を選択する際の決め手になる

要素を明らかにすることにあった。本研究で明らかになったこととしては，学生の主体的な行動を促す

ためのキーワードとして「自由時間」が挙げられる。コアタイムの要件として、働き手が予め総労働時

間を決めた上で出退時刻や働く長さを自由に決定できるとすれば、学生が予め総研究時間と自由時間を

設定した上でコアタイムを決めるプロセスが必要となる。 

日本の学生にとって博士後期課程の出口は博士号の取得であるが，博士号取得と同時に知を扱うプロ

フェッショナルについてあまり認知されていない。知のプロフェッショナルについて，五神 真氏は，

「研究者に限らず，知を活用する人，知をもとに多くの人をつなぐ人，社会課題に知をもって対処する

人など，様々な姿があります。知との関わり方にもいろんな形があってよいのです。大事なことは，与

えられた知識を習得するだけの受身の知ではなく，知に積極的に関わり，新たな知を創造し，様々な人々，

地域，社会を繋いで一緒に行動できる人物を目指すことにある」3と述べているが，知や社会，人に積極

的に関わるためには研究室の外での活動も必要となる。藤村（2024）が述べるように研究室教育が日本

の学生に評価されているとすれば，学生に進学か就職を判断する時の決め手になるのは企業とは違う何

かであり、その何かは「時間」という価値にあると考える。今後の課題としては日米の学生の比較をさ

らに進め，研究室の文化、価値について考察していきたい。 
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